
 

 

物  質  名 1,2-ジクロロ-4-ニトロベンゼン ＤＢ－23 

別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 99-54-7 

PRTR 番号 第 1 種 166 

化審法番号 3-455 

分子式 C6H3Cl2NO2 分子量 192.00 

沸点 255.5℃1)
 融点 43℃1)

 

蒸気圧 1.03×10
-2 

mmHg（25℃、外挿値）2)
 換算係数 1 ppm = 7.85 mg /m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 3.12（実測値）3)
 水溶性 1.21×10

2
 mg/L（20℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 1,384 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 953 mg/kg
 5)

  

 ラット 吸入 LC50 10,000 mg/m
3 
(4hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、20 mg/kg/day 以上の群の

雌雄で流涎、20 mg/kg/day 以上の群の雄及び 100 mg/kg/day 群の雌で濃い黄色の尿、100 mg/kg/day

群で不規則な呼吸、歩行の異常がみられた。20 mg/kg/day 以上の群の雄でヘマトクリット値の

低下、雌で平均赤血球容積の増加、ALP の増加、100 mg/kg/day 群の雌雄で尿素値の増加、雄で

平均赤血球容積、網状赤血球数の増加、GPT の増加、雌で ALP の増加に有意差を認めた。また、

20 mg/kg/day 以上の群の雄及び 100 mg/kg/day 群の雌で肝臓相対重量の増加、100 mg/kg/day 群の

雌雄で脾臓相対重量の増加、脾臓のうっ血、髄外造血の増加等も認められた 6) 。この結果から、

NOAEL を 4 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を亣尾 2 週前から雄には計 42 日間、雌には哺育 4 日まで強

制経口投与した試験で、雄では 20 mg/kg/day 以上の群で網状赤血球数の増加、尿細管で硝子滴

の沈着（α2u-グロブリン陰性）、100 mg/kg/day 群で試験期間を通した体重増加の抑制、ヘモグ

ロビンの減少、血清中の総ビリルビン、総コレステロールの増加、尿素窒素、塩素の減少、肝

臓及び脾臓重量の増加、脾臓のうっ血、髄外造血亢進、ヘモジデリン沈着、肝臓で小葉中心部

の肝細胞肥大、クッパー細胞のヘモジデリン沈着を認めた 7) 。この結果から、NOAEL を 4 

mg/kg/day とする。 

・ラットに本物質を 85％含む市販品を 0、0.0625、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 32 日間混餌投

与した結果、0.0625％以上の群で尿の変色がみられ、0.125％以上の群の雌及び 0.25％以上の群

の雄で体重増加の有意な抑制を認め、1％群ではるい痩がみられ、8/10 匹が死亡した。0.0625、

0.25％群の雄で腎炎や水腎症を伴う膀胱結石、0.25、0.5％群の雄で脾臓の暗色化がみられた 8)。

この結果から、LOAEL を 0.0625％（62.5 mg/kg/day 相当、本物質換算：53 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.4、3.6、10 mg/m
3 を 4 ヶ月間（4 時間/日）吸入させた結果、3.6 mg/m

3 以上の群

でメトヘモグロビン血症、ハインツ小体、網状赤血球の増多、赤血球数、ヘモグロビン濃度の

減少がみられ、10 mg/m
3 群では血清中のトランスアミナーゼ、肝臓のカタラーゼ、ジアミノオ



 

キシダーゼの増加、血中のビリルビン、副腎のコレステロールの増加を認めたとの報告 9)があ

るが、詳細は不明である。 

・マウスに 28 mg/m
3 を 21 日間（4 時間/日）吸入させた結果、赤血球数、ヘモグロビン濃度の減

少、ハインツ小体の増加、メトヘモグロビンの生成、肝臓及び腎臓で脂肪、タンパク質の異栄

養症、心筋線維の変性がみられたとの報告 9)
 があるが、詳細は不明である。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した試験で、0、100 mg/kg/day 群の

生殖器官を調べた結果、100 mg/kg/day 群で影響はなかった 6) 。 

・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を亣尾 2 週前から雄には計 42 日間、雌には哺育 4 日まで強

制経口投与した試験について、生殖・発生毒性に着目してみると、雌では 4 mg/kg/day 以上の群

の脾臓でヘモジデリン沈着、20 mg/kg/day 以上の群の肝臓で髄外造血亢進、クッパー細胞のヘ

モジデリン沈着、100 mg/kg/day 群で 1/12 匹の死亡（妊娠中）、試験期間を通した体重増加の抑

制、ヘモグロビン濃度の低下、雌で赤血球数、ヘマトクリット値の減少、網状赤血球数の増加、

血清中の総ビリルビンの増加、肝臓及び脾臓重量の増加、脾臓で髄外造血亢進、うっ血、肝臓

の小葉中心部の肝細胞肥大、尿細管で空胞化を認めた。なお、性周期、亣尾、受胎率、着床数

等への影響はなく、新生仔についても出産仔数、出生率、4 日生存率、体重への影響や外表や

剖検結果の異常はなかった 7) 。この結果から、母ラットの LOAEL を 4 mg/kg/day、父ラット及

び仔の生殖・発生毒性の NOAEL を 100 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、10、30、100 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、30 mg/kg/day

以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、100 mg/kg/day 群では泌尿生殖器の周囲の被毛の着色

がみられ、一腹あたりの早期吸収胚数がわずかに増えた。30 mg/kg/day 以上の群で妊娠への影

響、胎仔の生存率、一腹あたりの着床数、後期吸収胚数、胎仔の体重、性比への影響はなかっ

た。胎仔では、30 mg/kg/day 以上の群で拡張した尿管がみられた 10)。この結果から、母ラット

及び胎仔の NOAEL を 10 mg/kg/day とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に入ると発赤、吸入すると咳を生じる 11)。 

・旧ソ連の本物質の加工工場で、本物質を含む複数のアミノ化合物、ニトロ化合物にばく露した

労働者の健康状態を 2.5 年間調査した結果、皮膚の塩素座そう及びアミノ化合物やニトロ化合

物にばく露した場合の典型的な血液への影響（メトヘモグロビン血症、ハインツ小体の出現、

リンパ球増多、血小板増多の傾向等）がみられた。作業状況や物質の低い蒸気圧などから、主

なばく露経路は皮膚と推測された。しかしながら、労働者は複数の物質のばく露を受けていた

ため、本物質と症状との関係は明らかではなかった 12)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた LOAEL 4 mg/kg/day（母ラ



 

ットの脾臓のヘモジデリン沈着）を採用し、LOAEL であることから 10 で除した 0.4 mg/kg/day を

暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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